
 

 

 

 

 

 

 

 

  ＭＴＸ逆極点図に関して 
 

 

 

 

 

 

  逆極点図描画密度の違いを検証 
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概要 

 前回、ＭＴＥＸ逆極点図のＥｘｐｏｒｔに関して［１１１］方位の密度に関して疑問があったので、 

 以下の調査を行った。 

 逆極点図と極点図では方位密度が同程度である事が知られている。 

 そこで、＜１１１＞／／ＮＤの極点図からＯＤＦ解析を行って再計算極点図と逆極点図の 

 方位密度を比較してみる。 

入力極点図 

 

 

再計算極点図 

 

 

 

再計算極点図では、２４－＞１４に変化している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



再計算極点図と逆極点図の比較 

 

 

 

 

 

｛１１１｝極点図の中心密度が１４ 

逆極点図＜００１＞の＜１１１＞方位密度が１４で一致している。 

 

｛００１｝＜１００＞，｛１１０｝＜１－１２＞，｛１１１｝＜－１－１２＞方位を２５％のＯＤＦ図から 

＜００１＞逆極点図の[001]と[111]の密度を比較した。 

 

｛００１｝＜１００＞と｛１１１｝＜－１－１２＞を比較してみます。 

 

｛００１｝＜１００＞５０％、｛１１１｝＜－１－１２＞を５０％として比較してみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

(45,54.7)の密度が計算される 



ＭＴＥＸで計算 

入力極点図 

 

再計算極点図 

 

 

  逆極点で表示される密度 



  

再計算極点図の見直し 

 

 この密度差が大きい 

  

 原因はＯＤＦ解析時入力極点図と再計算極点図の差と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やなり密度比率が違う 

１４．６３／２１．８６＝０．６６ 



入力極点図と再計算極点図比較 

 

再計算極点図 

 

 

ＯＤＦ解析のＥｒｒｏｒが大きい、特に｛１１１｝極点図 



ＭＴＥＸのシュミレーションで確認 

odf1=unimodalODF(orientation('Euler',0,0,0,CS)) 

+unimodalODF(orientation('Euler',90*degree,54.74*degree,45*degree,CS)) 

 

｛１１１｝極点図では、｛１１１｝と｛００１｝の強度は一致している様に見える 

｛１１１｝極点図と｛２００｝極点図の密度差は１２＜－＞１５である。 

  

 

 極点図の密度と逆極点図密度は一致している 

 しかし、｛１１１｝と｛００１｝の比率が異なる。 １１．４８／１５＝０．７６ 

 

 ＯＤＦ解析時の{１１１}極点図の解析結果が違うことが原因と考えられる。 


